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新年!!決意も新たに新年!!決意も新たに
第59回新春泳ぎ初め第59回新春泳ぎ初め



■表紙の写真説明

２月号　目 次

　１月１日、川内川宮都大橋上流の河

川敷で、第59回新春泳ぎ初めが行われ

ました。

　肌を刺すような寒さの中、約１００

人の参加者は次々と真冬の川内川に入

水していきました。

　泳ぎ終えた参加者は、準備された焚

き火とぜんざいで凍えた体を暖めてい

ました。

新年に決意も新たに

２　平成24年消防出初式　　

８　さつま町成人式 

４「こころの健康づくり対策検討
　　会」の報告

６　第５期(Ｈ24～Ｈ26)
　　介護保険事業計画策定中

22　がんばれ！スポーツ少年団

９　久富木区公民館　栄えの受賞

12　地域雇用創造推進事業の紹介

14　差押動産・不動産の公売実施
　　状況
　　交通災害共済加入申込書が変
　　更になります

10　まちのニュース

17　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

15　まちの園芸作物紹介
　　保健師だより　　

16　外国人の新しい在留制度がは
　　じまります　　

21　がんばれ認定農業者

18　くらしの情報

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

第59回
平成24年新春泳ぎ初め

２広報さつま３ 広報さつま

◎
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
10
年
勤
続

　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
名
）

（
団
員
と
し
て
勤
続
期
間
が
１０
年

に
達
し
た
も
の
で
、
か
つ
成
績
優

良
で
他
の
模
範
と
な
る
者
）

▼
中
央
分
団
　
藤
崎
勝
也
▼
虎

居
分
団
　
中
園
昭
男
▼
川
原
分

団
　
小
牧
尚
徳
▼
時
吉
分
団
　

吉
祥
庵
豊
実
・
土
屋
健
三
▼
佐

志
分
団
　
内
山
敬
太
・
岸
良
剛

▼
湯
田
分
団
　
木
場
久
彦
・
久

保
田
仁
▼
船
木
分
団
　
原
囿
政

秋
▼
山
崎
分
団
　
末
吉
克
典
▼

二
渡
分
団
　
折
小
野
省
五
▼
久

富
木
分
団
　
福
永
紀
之
▼
白
男

川
分
団
　
原
田
洋
一
・
栗
山
雪

生
・
坂
元
信
一
・
富
満
幸
一
・

東
政
博
・
井
川
和
久
▼
泊
野
分

団
　
村
田
泰
之
▼
神
子
分
団
　

中
園
政
次
郎
▼
柏
原
分
団
　
片

野
博
光
・
南
原
武
博
▼
紫
尾
分

団
　
西
景
勝
・
宮
之
脇
淳
一
・

舟
倉
直
人
▼
永
野
分
団
　
上
別

府
清
治
▼
求
名
分
団
　
下
境
田

公
治
・
川
内
秀
作
▼
南
求
名
分

団
　
神
囿
和
昭
▼
中
津
川
分
団

　
植
村
義
人
・
堂
囿
竜
也

◎
消
防
庁
長
官
感
謝
状
（
23
名
）

（
１５
年
以
上
勤
続
し
て
退
職
し

た
者
）

▼
団
本
部
　
萩
木
塲
光
三
・
正

岡
貞
光
▼
中
央
分
団
　
内
山
政

文
・
黒
木
淳
一
▼
湯
田
分
団
　

小
緑
繁
▼
船
木
分
団
　
紺
屋
囿

道
▼
山
崎
分
団
　
稲
留
末
博
・

末
吉
和
広
・
吉
永
一
昭
▼
二
渡

分
団
　
祝
迫
清
・
加
藤
雅
司
▼

紫
尾
分
団
　
上
之
原
久
男
・
上

之
原
主
弘
▼
永
野
分
団
　
三
浦

次
雄
・
木
下
雅
博
・
黒
瀨
陸
朗

蕨
野
博
文
・
井
上
正
角
・
緒
方

真
悟
・
松
山
明
浩
▼
求
名
分
団

　
下
大
迫
六
十
四
・
谷
山
秀
雄

▼
中
津
川
分
団
　
冨
森
栄
充

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
（
25
年
）
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
名
）

（
勤
続
年
数
２５
年
以
上
の
者
）

▼
中
央
分
団
　
日
高
浩
一
・
白

石
和
也
▼
虎
居
分
団
　
井
手
原

清
美
▼
船
木
分
団
　
紺
屋
義
盛

▼
白
男
川
分
団
　
宮
脇
俊
郎
▼

神
子
分
団
　
岩
﨑
光
義
・
髙
嶺

康
貴
▼
紫
尾
分
団
　
神
野
眞
▼

永
野
分
団
　
笹
田
正
一
・
川
口

正
成
・
岩
元
涼
一

～
防
災
へ
の
決
意 

新
た
に
～

平
成
24
年
消
防
出
初
式

末吉団長を先頭に堂々の分列行進

宮之城東部方面隊による規律訓練

ラッパ隊も日頃の練習の成果を披露

幼年消防クラブ「防火の誓い」の敬礼

可愛くも凛々しい幼年消防クラブの規律訓練

キビキビとしたポンプ操法

　
１
月
８
日
、
新
春
恒
例
の

「
消
防
出
初
式
」
が
宮
之
城
総

合
運
動
公
園
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
消
防
団
員
や
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
７
０
０
人

が
参
加
し
て
、
分
列
行
進
や
規

律
訓
練
、
放
水
演
習
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年
そ

の
職
務
に
尽
力
さ
れ
た
消
防
団

員
に
対
す
る
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が
全
国

各
地
で
頻
発
し
、
多
く
の
尊
い

生
命
・
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
消
防
団
員
の

我
が
身
を
か
え
り
み
ず
行
っ
た

消
火
・
救
助
活
動
な
ど
、
懸
命

な
姿
に
消
防
団
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
町
消
防
団
も
こ
の
よ
う
な

災
害
を
教
訓
に
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

更
な
る
防
災
強
化
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　

　
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
名
）

（
２５
年
以
上
そ
の
職
務
に
精
励

し
、
他
の
模
範
と
な
る
者
）

▼
川
原
分
団
　
竹
添
正
光

▼
南
求
名
分
団
　
原
田
則
光

◎
日
本
消
防
協
会
勤
続
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
名
）

（
３０
年
以
上
そ
の
職
務
に
精
励

し
た
者
）

▼
山
崎
分
団
　
稲
留
末
博
▼
平

川
分
団
　
北
原
雅
士
▼
永
野
分

団 

城
戸
伸
二
・
木
下
雅
博

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
名
）

（
消
防
の
発
展
に
功
績
が
あ
り
、

勤
続
２０
年
以
上
に
し
て
、
県
消

の
精
績
章
を
受
け
て
い
る
者
）

▼
川
原
分
団
　
山
下
英
雄
・
井

手
清
志
▼
虎
居
分
団
　
帖
佐
純

徳
▼
佐
志
分
団 

竹
中
修
一
・

池
之
野
清
治
・
手
塚
和
昌
▼
湯

田
分
団
　
玉
利
光
輝
▼
船
木
分

団
　
森
囿
隆
志
・
竹
之
内
修
樹

▼
山
崎
分
団
　
長
野
壯
二
▼
久

富
木
分
団
　
三
浦
優
・
下
畝
浩

一
▼
平
川
分
団
　
和
泉
純
貴
▼

一
ツ
木
分
団
　
山
口
岩
男
▼
泊

野
分
団
　
宮
田
裕
司
▼
求
名
分

団
　
坂
上
惣
八
▼
南
求
名
分

団
　
犬
童
和
己
▼
中
津
川
分
団

　
冨
森
栄
充

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
名
）

（
功
績
章
に
つ
ぐ
成
績
優
良
な
も

の
で
、
勤
続
１５
年
以
上
の
者
）

▼
白
男
川
分
団
　
諏
訪
勉
▼
泊

野
分
団
　
川
平
光
広
▼
柏
原
分

団
　
中
島
幸
二
▼
紫
尾
分
団
　

上
之
原
主
弘
▼
求
名
分
団
　
竹

之
内
重
則
・
瀨
戸
繁
▼
中
津
川

分
団
　
永
江
正
伸

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
15
年
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
名
）

（
勤
続
年
数
１５
年
以
上
の
者
）

▼
虎
居
分
団
　
木
場
光
則
▼
柊

野
分
団
　
前
野
孝
之
▼
山
崎
分

団
　
末
吉
良
二
・
新
留
優
二
▼

二
渡
分
団
　
折
小
野
幸
博
・
原

正
弘
・
折
小
野
善
幸
・
水
流
辰

朗
▼
久
富
木
分
団
　
濱
田
悟
▼

平
川
分
団
　
杉
元
吉
弘
▼
白
男

川
分
団
　
栗
山
繁
・
井
川
幸
一

谷
口
三
昭
・
原
田
昇
▼
神
子
分

団
　
木
場
浩
幸
▼
求
名
分
団
　

松
尾
秀
樹
・
前
田
久
雄
・
竪
山

秀
樹
▼
中
津
川
分
団
　
森
重
利

夫◎
さ
つ
ま
町
長
表
彰
（
31
名
）

（
勤
続
年
数
１０
年
以
上
の
者
）

▼
中
央
分
団
　
藤
崎
勝
也
▼
虎

居
分
団
　
中
園
昭
男
▼
川
原
分

団
　
小
牧
尚
徳
▼
時
吉
分
団
　

吉
祥
庵
豊
実
・
土
屋
健
三
▼
佐

志
分
団
　
内
山
敬
太
・
岸
良
剛

▼
湯
田
分
団
　
木
場
久
彦
・
久

保
田
仁
▼
船
木
分
団
　
原
囿
政

秋
▼
山
崎
分
団
　
末
吉
克
典
▼

二
渡
分
団
　
折
小
野
省
五
▼
久

富
木
分
団
　
福
永
紀
之
・
上
村

良
平
▼
白
男
川
分
団
　
原
田
洋

一
・
栗
山
雪
生
・
坂
元
信
一
・

富
満
幸
一
・
東
政
博
・
井
川
和

久
▼
泊
野
分
団
　
村
田
泰
之
▼

神
子
分
団
　
中
園
政
次
郎
▼
柏

原
分
団
　
南
原
武
博
▼
紫
尾
分

団
西
景
勝
・
宮
之
脇
淳
一
・
大

迫
勝
哉
・
手
塚
新
一
郎
▼
永
野

分
団
　
上
別
府
清
治
▼
南
求
名

分
団
　
神
囿
和
昭
▼
中
津
川
分

団
堂
囿
竜
也
・
植
村
義
人 

◎
さ
つ
ま
町
長
感
謝
状
（
31
名
）

（
１０
年
以
上
勤
続
し
て
退
職
し

た
者
）

▼
団
本
部
　
萩
木
塲
光
三
・
正

岡
貞
光
▼
中
央
分
団
　
内
山
政

文
・
黒
木
淳
一
▼
佐
志
分
団
　

寿
福
純
義
▼
湯
田
分
団
　
小
緑

繁
▼
船
木
分
団
　
紺
屋
囿
道
・

北
野
勇
一
▼
山
崎
分
団
　
稲
留

末
博
・
末
吉
和
広
・
吉
永
一
昭

▼
二
渡
分
団
　
祝
迫
清
・
加
藤

雅
司
▼
平
川
分
団
　
小
椎
八
重

寛
▼
泊
野
分
団
　
楠
八
重
盛
光

▼
神
子
分
団
　
栗
牧
伸
一
▼
紫

尾
分
団
　
上
之
原
久
男
・
上
之

原
主
弘
▼
永
野
分
団
　
三
浦
次

雄
・
木
下
雅
博
・
黒
瀨
陸
朗
・

蕨
野
博
文
・
井
上
正
角
・
緒
方

真
悟
・
中
窪
啓
二
・
松
山
明
浩

▼
求
名
分
団
　
下
大
迫
六
十
四

谷
山
秀
雄
▼
中
津
川
分
団
　
冨

森
栄
充
・
堂
囿
竜
也
・
植
村
義

人消
防
職
員
関
係
表
彰

◎
全
国
消
防
長
会
勤
続
章
（
30
年
）

▼
市
野
惠
二
・
東
恭
一
・
井
上

斉
・
田
中
俊
朗
・
今
西
信
一
・

下
村
晴
彦
・
遠
矢
清
志
・
原
田

弘
美
・
藤
田
慎
一

◎
全
国
消
防
長
会
勤
続
章
（
20
年
）

▼
松
下
明
弘
・
下
大
迫
亮
介

◎
県
消
防
協
会
功
績
章

▼
松
下
明
弘
・
下
大
迫
亮
介

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

▼
木
場
哲
志
・
茶
園
勇
健
・
西

一
樹

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

▼
岩
下
弘
・
堀
之
内
成
昭
・
角

洋
一
郎
・
町
野
栄
光



参
加
者
が
思
う
現
状

４広報さつま５ 広報さつま

●
参
加
者

　
町
内
の
中
か
ら
、
お
の
お
の
の
職
種
・

役
割
を
担
う
方
、
３９
名
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
開
催
回
数

　
平
成
２３
年
１０
月
２６
日
か
ら
６
回

●
検
討
会
で
は

　
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
６
回
と
も

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
て
、
「
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

（
人
間
関
係
）

・
自
分
中
心
で
行
動
し
、
気
に
入
ら

　
な
い
事
に
不
満
が
出
る

・
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

・
人
の
悪
口
を
言
う

・
人
に
関
心
を
持
た
な
い

（
家
庭
環
境
）

・
大
人
が
教
育
熱
心

・
親
の
愛
情
を
も
っ
と
受
け
た
い

（
社
会
環
境
）

・
学
校
・
勉
強
（
成
績
）
ス
ト
レ
ス

・
食
の
安
全

・
将
来
へ
の
不
安
（
入
試
・
就
職
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

必
要
性
を
感
じ
る
さ
つ
ま
町
の
現
状

検
討
会
の
状
況

●
自
殺
率
が
高
い

　
特
に
男
性
、
ま
た
５０
歳
以
上
か
ら
の
自

殺
者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

●
気
に
な
る
行
動
の
子
ど
も
の
増
加

　
子
ど
も
の
苦
手
な
部
分
や
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
面
が
周
囲
の
関
わ
り
方
に
よ
っ
て
助

長
さ
れ
る
と
、
引
き
こ
も
り
等
の
心
理
的

な
不
安
定
さ
や
非
行
等
反
社
会
的
な
行
動

に
つ
な
が
り
や
す
い
。

●
不
登
校
の
出
現
率
が
や
や
上
昇

●
女
子
の
不
良
行
為
が
増
加

●
低
出
生
体
重
児
の
増
加

　
母
親
の
ス
ト
レ
ス
が
要
因
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
や
低
出
生
体
重
児
で
生
ま
れ
た
子

ど
も
の
約
半
数
が
気
に
な
る
行
動
の
子
ど

も
で
あ
る
。

検
討
会
を
終
え
て

未
成
年

高
齢
者

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
毎
回
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
い
う
慣
れ
な
い
中
で
、
作
業
を

熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
、「
さ
つ
ま
町
も
人
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
て
い
る
」
と
い
う
思
い
で
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
作
業
を
通
し
て
、
住
民
の
方
々
が
一
緒

に
取
り
組
む
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
語

ら
い
や
作
業
を
さ
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

（
生
活
環
境
）

・
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ

・
時
間
に
追
い
か
け
ら
れ
る
生
活

・
住
民
性
が
優
し
く
そ
れ
が
お
せ
っ
か

い
と
も
受
け
取
れ
る

（
人
間
関
係
）

・
自
分
中
心
で
行
動
し
気
に
い
ら
な
い

こ
と
に
不
満
が
で
る

・
人
の
悪
口
を
言
う

・
人
に
関
心
を
持
た
な
い

（
金
銭
関
係
）

・
高
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
が
少
な
い

・
経
済
問
題
（
お
金
・
借
金
）

（
仕
事
関
係
）

・
仕
事
に
つ
い
て
い
け
な
い

・
仕
事
（
人
間
関
係
・
ノ
ル
マ
・
期
限
）

　
失
業
者
が
多
い

（
生
活
環
境
・
孤
独
感
）

・
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
い

・
一
人
暮
ら
し
で
話
し
相
手
が
い
な
い

・
話
し
相
手
が
ほ
し
い
人
が
多
い

・
子
ど
も
が
近
く
に
い
な
い

・
不
安
を
感
じ
て
い
る

・
独
居
老
人
が
多
い

・
一
人
暮
ら
し
が
多
く
外
出
し
よ
う
と

し
な
い

（
生
活
環
境
・
追
干
渉
）

・
人
に
関
心
を
持
ち
す
ぎ
、
と
や
か
く

言
う

（
健
康
問
題
）

・
健
康
（
病
気
・
痛
さ
）

・
年
金
生
活
で
病
院
へ
行
く
お
金
が
な

く
、
思
う
よ
う
に
病
気
を
治
せ
な
い

参
加
者
が
思
う
現
状

参
加
者
が
思
う
現
状

●
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
を
知

っ
て
い
る
人
を
増
や
す

●
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
を
実

践
す
る
人
を
増
や
す

目
　
標

●
思
い
や
り
の
あ
る
親
を
育
て
る

●
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
言
え
る
親
を

育
て
る

●
物
事
を
は
っ
き
り
言
え
る
親
を
育

て
る

目
　
標

●
高
齢
者
を
（
特
に
男
性
）
を
引
っ

　
張
り
出
そ
う

●
サ
ロ
ン
へ
の
男
性
を
増
や
す

●
見
守
り
す
る
人
を
増
や
す

●
地
域
で
独
居
老
人
を
把
握
す
る

●
色
々
な
世
代
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
つ
く
る

目
　
標

●
地
産
地
消
で
手
軽
に
朝
ご
は
ん

さ
つ
ま
町
で
取
れ
た
も
の
を
使
っ
て
、

手
軽
に
朝
ご
は
ん
が
で
き
る
加
工
食
品

の
開
発
・
販
売
を
す
す
め
る

対
　
策

●
親
子
で
楽
し
む
会

●
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
調
理
・
体
操
・
読
書
・
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
活
動

・
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
の
た
め
の

通
学
路
の
巡
回

・
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
た

見
回
り

・
子
ど
も
達
と
協
力
団
体
と
の
交
流

対
　
策

●
ち
く
り
ん
公
園
に
花
菖
蒲
を
復
活

　
さ
せ
る
会

●
サ
ロ
ン
活
動
の
充
実

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ご
遠
慮
な
く
」

　
運
動

●
青
空
の
も
と
み
ん
な
で
昔
な
が
ら

　
の
遊
び
で
交
流

・
花
菖
蒲
の
勉
強
会
・
花
植
え
・
菖
蒲

祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
・
会
員
の

親
睦

・
地
域
で
支
え
る
サ
ロ
ン
活
動

・
不
参
加
の
方
々
へ
の
声
か
け
隊

・
簡
単
な
料
理
一
品
持
参

・
公
民
会
の
高
齢
者
を
公
民
会
の
み
ん

な
が
把
握
で
き
る

・
年
齢
を
問
わ
ず
、
陣
取
り
・
缶
け
り

・
竹
細
工
・
紙
飛
行
機
で
交
流

・
あ
い
さ
つ
を
一
回
で
も
増
や
す

対
　
策

　
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
す
る
心
や
楽
し
み
を
も

ち
、
思
わ
ず
鼻
歌
を
歌
い
た
く
な
る
生
活
を
過
ご
し
た
い
。

　
そ
し
て
、
家
庭
円
満
で
人
に
も
幸
せ
な
気
分
を
与
え
、
い
つ
で

も
相
談
で
き
、
助
け
合
え
る
仲
間
が
い
る
人
生
を
送
り
た
い
。

幸せな人生の姿

第
１
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ

第
３
グ
ル
ー
プ

第
４
グ
ル
ー
プ

第
５
グ
ル
ー
プ

参
加
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

｢

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
対
策
検
討
会｣

の
報
告
（
健
康
増
進
課
）

｢

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
対
策
検
討
会｣

の
報
告
（
健
康
増
進
課
）

さ
つ
ま
町
の
み
ん
な
の
人
生
が
、
「
こ
ん
な
人
生
だ
っ
た
ら
幸
せ
だ
ろ
う
な
」
と
思
う
姿
と
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
何
が
で
き
る
か
を｢

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り｣

の
面
か
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

さ
つ
ま
町
の
み
ん
な
の
人
生
が
、
「
こ
ん
な
人
生
だ
っ
た
ら
幸
せ
だ
ろ
う
な
」
と
思
う
姿
と
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
何
が
で
き
る
か
を｢

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り｣

の
面
か
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

青
壮
年



区　分
サービス利用者

要支援１

居宅介護 療養型
認定者数 未利用者

施設入所
待機者合　計老人保健施設

介護養護
老人ホームグループホーム等

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合　計

比　較

189

188

188

220

108

71

30

994

54.20%

0

0

20

41

28

15

6

110

6.00%

0

0

1

13

28

83

114

239

13.00%

0

0

3

18

46

29

30

126

6.90%

0

0

0

0

0

5

21

26

1.40%

189

188

212

292

210

203

201

1,495

81.50%

277

263

250

335

236

239

235

1,835

100.00%

88

75

38

43

26
226

36

34

340

18.50%

■介護度別サービス利用の状況と入居待機者数

軽度者
565人

中度者
328人

重度者
101人

介護度別在宅者

居　宅
介護分

▲

６広報さつま７ 広報さつま

　
介
護
保
険
事
業
は
平
成
１２
年
度
か
ら
制

度
化
さ
れ
、
市
町
村
ご
と
に
３
年
間
の
保

険
事
業
の
総
額
を
推
計
し
て
事
業
費
用
に

基
づ
く
保
険
料
を
定
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
平
成
２４
年
度
か
ら
向
こ
う
３
年

間
を
一
期
と
す
る
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
町
内
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
関
係
者
、
１
号
・
２
号
被
保

険
者
を
委
員
と
し
た
計
画
策
定
委
員
会
を

設
置
し
、
会
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
策
定
委
員
会
で
は
、
平
成
２１
年

度
か
ら
第
４
期
介
護
保
険
事
業
の
実
績
と

介
護
認
定
の
状
況
や
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

実
態
と
課
題
・
今
後
の
介
護
予
防
や
地
域

包
括
ケ
ア
の
考
え
方
な
ど
を
、
第
２
回
策

定
委
員
会
で
は
今
後
の
高
齢
化
や
介
護
認

定
の
推
計
、
こ
れ
に
伴
う
給
付
費
用
の
増

加
や
報
酬
改
定
が
あ
っ
た
場
合
の
保
険
料

の
推
計
額
な
ど
を
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

※
１
号
被
保
険
者
：
６５
歳
以
上

※
２
号
被
保
険
者
：
４０
歳
～
６４
歳

　第
４
期
事
業
は
月
額
３
０
０
円
の
保

険
料
不
足
見
込
み
～
４
，
５
０
０
万

円
の
借
入

　
第
４
期
計
画
で
は
、
国
の
平
均
費
用
と

ほ
ぼ
同
等
の
保
険
料
（
町
／
４
，
１
０
０

円
・
国
／
４
，
１
６
０
円
）
や
事
業
費
用

を
見
込
み
計
画
を
定
め
ま
し
た
が
、
実
績

見
込
み
で
は
３
％
の
報
酬
改
定
や
高
年
齢

化
に
伴
い
、
介
護
認
定
者
も
増
え
、
給
付

費
用
の
伸
び
が
計
画
を
大
き
く
上
回
る
見

込
み
に
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
下
表
に
第
３
期
・
第
４
期

の
計
画
に
対
す
る
実
績
や
実
績
見
込
み
額

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
第
３
期
計
画
で
は
、

月
３
，
８
０
０
円
で
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
１

０
０
．
４
％
の
実
績
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
第
４
期
計
画
に
お
い
て

は
、
報
酬
改
定
や
給
付
の
自
然
増
も
あ
り
、

７５
億
５
千
万
円
の
計
画
に
対
し
て
７９
億
円

超
と
な
る
１
０
５
％
の
実
績
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
実
質
の
保
険
料
を
試
算
す
る
と
、

３
０
０
円
不
足
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

４
，
４
０
０
円
程
度
必
要
だ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は

制
度
上
、
県
の
基
金
か
ら
４
，
５
０
０
万

円
程
借
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
借
入
金
は
、
第
５
期
計
画
期
間
の

３
年
間
で
保
険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
、
返
済

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、
前

年
度
所
得
に
応
じ
て
段
階
（
実
質
６
段

階
）
を
設
け
て
、
標
準
保
険
料
の
２
分
の

１
か
ら
１
．
５
倍
ま
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

第
５
期
事
業
計
画
で
は

　
こ
の
た
め
第
５
期
計
画
で
は
、
ど
こ

ま
で
入
所
施
設
の
整
備
を
図
り
、
求
め

ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
受
け
入
れ
体
制
を
作
れ
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
介
護
予
防
を
重
点
的
に
進

め
て
認
定
率
を
下
げ
る
取
り
組
み
や
、

独
居
高
齢
者
や
夫
婦
二
人
世
帯
が
増
加

す
る
中
で
、
家
族
介
護
者
が
い
な
い
介

護
認
定
者
や
在
宅
介
護
者
へ
の
取
り
組

み
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
支
援
等
の

介
護
福
祉
の
仕
組
み
な
ど
地
域
包
括
ケ

ア
の
体
制
作
り
、
今
後
増
加
が
予
想
さ

れ
る
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
策
な
ど
、

在
宅
高
齢
者
に
対
す
る
取
り
組
み
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

　24
年
度
以
降
の
介
護
保
険
料

　
国
の
平
均
を
上
回
る
改
定
必
要

　
今
回
の
介
護
報
酬
は
１
．
２
％
の
プ

ラ
ス
改
定
と
な
り
、
ま
た
１
号
被
保
険

者
の
負
担
割
合
が
１
％
増
加
す
る
た
め
、

国
の
平
均
で
も
月
額
千
円
以
上
の
値
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
町

に
お
い
て
は
、
実
質
国
よ
り
も
費
用
が

か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
か
ら
の
借

入
額
の
返
済
分
を
加
え
る
と
国
の
平
均

額
を
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
介
護
保
険
事
業
へ
の
理
解

を
求
め
な
が
ら
地
域
包
括
ケ
ア
の
体
制

作
り
を
す
す
め
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

策
定
委
員
会
の
審
議
で
は

〈
第
１
回
策
定
委
員
会
〉

Ｑ
さ
つ
ま
町
内
の
介
護
施
設
は
ど
こ
も

満
床
か
？

●
町
内
に
３
施
設
あ
る
が
各
施
設
と
も

多
数
の
待
機
者
が
あ
る
。
入
所
待
機
者

は
要
介
護
度
３
以
上
が
中
心
だ
。

Ｑ
保
険
料
を
払
う
義
務
は
果
た
し
て
い

る
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
不
満
が
あ
る
。
介
護
者
の
い
な
い
人

か
ら
入
所
さ
せ
て
欲
し
い

●
事
業
所
で
は
介
護
者
の
有
無
や
介
護

度
合
い
に
よ
っ
て
優
先
順
位
を
考
慮
し

て
い
る
。

Ｑ
施
設
増
床
に
は
補
助
金
が
あ
る
の
か
？

●
国
は
在
宅
介
護
が
基
本
で
あ
る
。
介

護
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が
増
床
へ
の
補
助
金

は
な
い
。
増
床
し
て
も
職
員
の
質
が
低

下
す
る
懸
念
も
あ
る
。

●
施
設
の
増
床
は
困
難
だ
。
そ
の
た
め

優
先
度
か
ら
介
護
度
の
高
い
人
も
帰
宅

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。

●
増
床
に
よ
っ
て
給
付
費
用
が
増
え
結

果
と
し
て
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
に
な

る
。
介
護
予
防
に
よ
っ
て
要
介
護
者
を

減
ら
す
取
り
組
み
も
必
要
だ
。

●
増
床
に
は
職
員
の
増
員
も
必
要
。
職

員
研
修
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

〈
第
２
回
策
定
委
員
会
〉

Ｑ
高
齢
化
の
現
状
か
ら
認
定
の
見
込
み

は
ど
う
か
？

●
高
齢
者
は
減
少
し
て
き
て
い
る
が
独

居
高
齢
者
が
増
加
し
て
お
り
認
定
者
数

も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
後
期
高
齢
者

人
口
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
認
定
率
も

高
い
。

Ｑ
介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
？

●
介
護
予
防
は
拡
充
し
た
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
目
玉
に
し
た
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
取
り
組
み
を
は

じ
め
る
。
ケ
ア
マ
ネ
の
協
力
も
必
要
。

Ｑ
介
護
の
原
因
疾
患
で
は
男
性
の
場
合

40
％
が
脳
卒
中
だ
。
対
策
が
必
要
だ
が

町
民
の
意
向
を
踏
ま
え
自
由
な
企
画
が

あ
っ
て
も
良
い

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
中
心

に
柔
軟
な
対
応
に
心
が
け
た
い
。

Ｑ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
地
域
に

踏
み
込
ん
だ
施
策
展
開
が
必
要
。
介
護

保
険
に
対
す
る
理
解
も
希
薄
だ
。
若
い

人
や
保
険
料
を
納
付
す
る
現
役
世
代
、

高
齢
世
代
に
そ
れ
ぞ
れ
広
報
す
べ
き

●
そ
の
よ
う
に
心
が
け
た
い
。

Ｑ
保
険
料
が
高
額
に
な
る
と
負
担
が
大

き
い
。
高
齢
者
の
生
活
に
た
っ
た
保
険

料
を
考
え
て
欲
し
い

●
所
得
段
階
に
応
じ
て
２
分
の
１
か
ら

１
．
５
倍
ま
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
制
度

的
に
は
サ
ー
ビ
ス
と
負
担
は
対
に
な
る
。

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

第
５
期
（
平
成
24
年
度
～
26
年
度
）

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
中

区　分

介護給付費実績(予算)

前年対比

年度毎計画額

実績比較/計画

全体実績/比較

介護給付事業計画額

Ｈ１８

第３期計画　3,800円/月 第４期計画　4,100円/月

第３期介護保険計画 7,003,034

第３期合計 7,033,987

第４期介護保険計画 7,555,431

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

2,281,279

99.78％ 102.84％ 102.58％ 105.95％ 103.42％ 104.23％

2,346,039 2,406,669 2,549,863 2,637,013 2,748,576

2,333,152

97.80％ 100.60％ 103.00％

100.40％ 第４期合計 7,935,452 105.00％

103.00％ 104.80％ 107.20％

2,333,084 2,336,798 2,475,808 2,516,057 2,563,566

■第４期(平成21年度～23年度)

○計画期間におけるサービス給付の実施状況　　　　　　　　　　単位：千円

注）第３期及び第４期の平成22年度までは決算に基づく実績
　　平成23年度分は予算(当初)額による

第４期計画期間の実質保険料

＋３００円→４，４００円

（１号保険者の負担割合２０％）

対予算　　　　99％
執行見込み 

県からの借入　　４，５００万円

23年度財政運営

返済３年間/各年１，５００万円/月１８０円/人

さつま町の介護認定状況

◆認定者　1,835人／23年3月

現在・（65歳以上に占める割

合）認定率　２1.7％

◆認定者の内訳

・男女比／男25％、女75％

◆一般高齢者の年齢別認定状況

前期高齢者（65～74歳） 4％

後期高齢者（75～79歳）13％

　　　　　（80～84歳）29％

　　　　　（85歳以上）57％

◆サービス利用者

　1,495人／認定者の81.5％

◆認定者の平均年齢

　84.2歳／男81.9歳,女85.1歳

さつま町の認定原因

１位　脳卒中　　　　 ２８％

２位　関節疾患等　　 ２２％

３位　認知症　　　　 １８％

４位　骨折・転倒等　 １５％

５位～８位

　心臓病、難病（パーキンソン

病ほか）、精神疾患、その他　                                  

３～５％ 

保
険
事
業
の
現
状
と
将
来
の
見
込
み

　
さ
つ
ま
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
は
、
認
定
者
の
全
国
平
均
と
ほ

ぼ
同
じ
８１
％
で
す
が
、
入
所
施
設

（
５
８
０
床
）
は
ほ
ぼ
満
杯
状
態

に
あ
っ
て
、
特
別
養
護
老
人
施
設

な
ど
の
入
所
待
機
状
態
が
続
き
、

在
宅
の
中
重
度
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
も
空
き
待
ち
の
状
態
に

あ
る
な
ど
、
必
要
な
と
き
に
サ
ー

ビ
ス
を
使
え
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
ま
た
在
宅
の
認
定
者
が
１
千
人

近
く
あ
り
、
う
ち
中
重
度
者
が
３

３
０
人
程
度
と
比
較
的
多
く
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
が
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
場
合
、
介
護
認
定
の
平

均
年
齢
は
８４
歳
で
、
現
在
は
戦
前

の
昭
和
一
桁
世
代
が
介
護
の
中
心

に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
戦
中
世
代

を
経
て
戦
後
の
団
塊
世
代
が
介
護

の
中
心
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
２０

年
後
位
ま
で
、
介
護
の
需
要
は
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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１
月
４
日
、
町
成
人
式
が
宮
之
城
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
２

９
０
人
中
２
３
５
人
が
参
加
し
、
関
係
者

に
見
守
ら
れ
大
人
の
仲
間
入
り
の
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
人
式
は
、
１７
人
で
組
織
さ
れ

た
実
行
委
員
会
が
運
営
し
、
昨
年
か
ら
仕

事
な
ど
の
合
間
に
何
回
も
話
し
合
い
を
重

ね
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
参
加
者
が

各
出
身
中
学
校
の
校
歌
を
斉
唱
す
る
「
第

１
回
中
学
校
校
歌
歌
合
戦
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
「
恩
師
の
こ
と
ば
」
と
し
て
６

人
の
恩
師
の
方
々
が
新
成
人
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　
１２
月
２６
日
、
平
成
２３
年
度
（
第
５０
回
）

農
林
水
産
祭
の
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
い

て
「
（
財
）
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長

賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
久
富
木
区
公
民
館
長

の
滿
留
民
雄
さ
ん
、
前
館
長
の
田
中
伸
一

さ
ん
、
元
館
長
の
末
永
忍
さ
ん
が
町
長
室

を
訪
れ
、
日
髙
町
長
に
受
賞
の
報
告
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
祭
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
は
平
成
２２
年
８
月
か
ら
平
成
２３
年
７

月
ま
で
の
１
年
間
に
開
催
さ
れ
た
農
林
水

産
祭
参
加
行
事
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
４
５
３
点
の
中
か
ら
、

農
林
水
産
祭
中
央
審
査
委
員
に
よ
り
７
部

門
別
に
三
賞
（
天
皇
杯
、
内
閣
総
理
大
臣

賞
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
）
が

選
ば
れ
、
明
治
神
宮
会
館
で
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
久
富
木
区
公
民
館
の
今
回
の
受
賞
は
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
高
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　
以
上
の
取
り
組
み
は
、
人
口
減
少
社
会

に
お
い
て
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
中
、
地
域
住
民
に

最
も
近
い
自
治
組
織
と
し
て
の
モ
デ
ル
に

な
る
と
と
も
に
、
他
市
町
村
の
地
域
支

援
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
模
範
と
な
っ
た
こ

と
が
、
今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
滿
留
公
民
館
長
さ
ん
は
、
「
今
回
の
受

賞
を
機
に
更
に
進
化
す
る
む
ら
づ
く
り
を

進
め
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

一生に一度となる成

人式で縁の下の力持

ちとなって活躍して

くれた実行委員の皆

さんにとって、成人

式とはどういうもの

だったのでしょう？

大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
う

さ
つ
ま
町
成
人
式

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

「
第
１
回
中
学
校
校
歌
歌
合
戦
」

校歌歌合戦で優勝した薩摩中学校の参加者

宮
之
城
中
学
校
の
参
加
者

▲

鶴
田
中
学
校
の
参
加
者

▲

山
崎
中
学
校
の
参
加
者

▲

Ｑ
１
　
実
行
委
員
を
す
る
前
の
成
人
式

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
で
し
た

か
？

・
人
数
が
多
い
の
で
、
わ
い
わ
い
が
や
が

や
し
て
い
て
、
終
始
う
る
さ
い
ま
ま
だ
と

思
っ
て
い
た
。
話
を
聞
い
て
い
る
の
が
辛

い
、
長
い
と
思
っ
て
い
た
。

・
た
だ
話
を
聞
く
だ
け
の
式
典
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
。

Ｑ
２
　
実
行
委
員
を
や
り
遂
げ
た
後
の

成
人
式
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
で
し
た

か
？

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
校
歌
は
、
初
め
て
の

試
み
で
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合

わ
せ
、
各
校
の
特
色
が
出
る
良
い
企
画
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
も
続
け
て

欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
と
て
も
心
に
ひ
び
き
ま
し
た
。

中
学
校
の
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
聞
く
こ

と
が
で
き
、
成
人
を
迎
え
た
ん
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
。

Ｑ
３
　
実
行
委
員
を
経
験
し
て
何
が
変

わ
り
ま
し
た
か
？

・
式
の
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
進
行
・
運

営
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
行
委
員
と

し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
対

し
て
、
責
任
を
持
っ
て
や
れ
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
人
を
頼
り
に
し
て
ば
っ
か
り
で
は

い
け
な
い
と
思
っ
た
。

Ｑ
４
　
実
行
委
員
を
経
験
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

・
み
ん
な
で
成
人
式
を
い
い
も
の
に
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
協
力
し
合
い

が
ん
ば
れ
た
こ
と
。

Ｑ
５
　
来
年
（
平
成
25
年
）
に
成
人
式

を
迎
え
る
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
や
り
き
っ
た
と
き
の
達
成
感
み
た
い
な

感
じ
が
最
高
！
心
に
残
る
成
人
式
に
な
る

か
ら
是
非
実
行
委
員
、
体
験
す
べ
き
。

Ｑ＆Ａ
成人式

成人式実行委員の皆さん

県道沿いに設置されている「べっぴん市場」

受賞報告終了後の和気副町長、末永忍さん、滿留民雄さん、田中伸一さん、日髙町長(左から)

久
富
木
区
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
赤
い
鳥
居

久
富
木
ぴ
ん
コ
ロ
村
一
宿
一
飯
活
動
の
一
場
面

栄
え
の
受
賞
に
輝
く

久
富
木
区
公
民
館

（
財
）
日
本
農
林
漁
業
振
興
会

　
　
　
　
　
　
会
長
賞
を
受
賞

○住民の９０名を区会議員として委嘱し、むらづくり活動への参加体制が構築されている。

○農業生産面では、直売所「べっぴん市場」を運営し、地元で生産された野菜や米などの販路拡大や高

齢者の生きがいづくりに寄与している。また、地域のたけの

この生産や竹を利用した新たな商品の拡大に努めている。

○生活・環境整備面では、平成７年から毎月全戸に配布されて

いる「久富木区新聞」は、むらづくり活動の周知、合意形成

に大きな役割を果たしているとともに、現在まで１９３号を

数える長期継続と努力は他に類を見ず賞賛に値する。

　また、「十年後に桜を観る会」を立ち上げ４年間で地区内に

一千本を超える桜の植樹、ゴミのポイ捨て対策の「小さな赤

い鳥居作戦」、環境保全活動の参加者へ地域通貨「ユイ券」

の発行、４年に一度開催される「おはんが一番久富木大賞」

による人材の発掘、「久富木ぴんコロ村一宿一飯活動」など

の都市農村交流活動等、ユ

ニークなネーミングによる

活動に意欲的に取り組んで

いる。

○新聞配布や桜の植樹で生ま

れた出郷者との新たな交流

等新規性のあるむらづくり

活動を展開している。



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

さ
つ
ま
の
日
を
実
践

～
須
杭
子
ど
も
会
育

成
会
　
初
日
の
出
～

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

宮
之
城
暮
市

地
域
の
安
全
安
心
を

湯
田
区
青
パ
ト
出
発
式

ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
を
体
験

柊
野
小
学
校

よ
う
こ
そ
さ
つ
ま
へ

修
学
旅
行
生
受
け
入
れ

統
計
功
績
者
表
彰

餅
つ
き
大
会中

央
公
民
会

冬
至
に
ゆ
ず
湯

湯
田
区
営
温
泉

初
稽
古
後
に
空
き
缶
拾
い

サ
ロ
ン
で
五
山
寺
巡
り

レクリェーション青年団？

第２期アイビス倶楽部メンバー募集
～◆一緒に仲間づくりをしませんか！◆～

○入会条件　年齢２０歳から３５歳くらいまでの独身男女

　　　　　　男性：さつま町または伊佐市にお住まいかお勤めの方

　　　　　　女性：エリアは問いません

　　　　　　募集人数は男女各２５名（定員に達し次第締め切らせて頂きます）

○活動内容　春には霧島トレッキング、夏には河原でバーベキュー大会 etc

　　　　　　クラブ活動を通して楽しみながら仲間を増やしませんか？

　　　　　　活動日は主に土・日・祝日を予定しています

　　　　　　活動には１日当たり2,000円～3,000円程度の費用が必要となります。

○入会金　　１，５００円（※２年間有効）

○その他　　第１期は３組のカップルが誕生しました。 写真はイメージです写真はイメージです

○お申し込み・お問い合せ先

　アイビス倶楽部　事務局

（インターナショナルゴルフリゾート京セラ内）

　℡０９９６－５７－１３１３

○お問い合せ先

さつま町役場企画課地域振興係

℡０９９６－５３－１１１１　

　　（内線２２２６）
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多くの見物客の前でエイサーを披露する柊野小学校児童

須杭丘山頂での記念撮影

城南中学校修学旅行生と受け入れ農家の皆さん

総務大臣表彰を受けられた前囿義広さん

餅つきを楽しむ子ども達

浴槽いっぱいのゆずを楽しむ入浴客

　
毎
年
元
日
の
朝
に
行
わ
れ
て
い

る
二
渡
区
須
杭
公
民
会
の
恒
例
行

事
「
初
日
の
出
」
が
、
須
杭
子
ど

も
会
育
成
会
２０
人
の
参
加
に
よ
り
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
５０
年
以
上
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
て
、
須
杭
公
民
会

で
は
、
先
人
た
ち
の
築
い
て
き
た

伝
統
と
歴
史
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

大
変
意
義
の
あ
る
行
事
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
元
日
の
朝
６
時
に

須
杭
公
民
館
に
集
合
し
、
須
杭
丘

ま
で
の
片
道
約
２
キ
ロ
の
道
の
り

を
歩
い
て
登
り
、
初
日
の
出
を
参

拝
し
、
新
年
の
抱
負
や
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
１２
月
２７
日
、
宮
之
城
暮
市
が
、

盈
進
小
学
校
前
町
道
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
通
り
は
、
多
く
の
露
店
が
連
な

り
、
ま
た
、
宮
之
城
屋
地
と
虎
居

商
店
街
で
は
、
百
縁
祭
（
百
円
商

店
街
）
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
暮
市
で
は
、
毎
年
９
月

に
柊
野
地
区
で
行
わ
れ
る
、
ひ
が

ん
花
祭
り
の
様
子
を
再
現
し
た
、

「
柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
」
観
光

ガ
イ
ド
と
エ
イ
サ
ー
踊
り
が
、
柊

野
小
学
校
児
童
に
よ
り
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
暮
市
や
百
縁
商
店
街
、
そ
し
て

柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
観
光
ガ
イ

ド
と
と
も
に
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
１
月
２０
日
、
流
水
小
学
校
校
庭

に
お
い
て
湯
田
区
の
「
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
の
出
発
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
湯
田
区
で
は
、
地
域
元
気

再
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
各
公

民
会
か
ら
「
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
」
と
し
て
、
地
域
住
民
の
方
が

自
己
車
両
を
提
供
し
、
計
５
台
で

隊
を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
流
水
小
学
校
の
宮
内

良
平
校
長
は
、
「
今
回
の
結
成
は
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
地
域
の
高
齢

者
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
湯
田
区
の
活
性
化
に
向
け

て
元
気
の
源
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
２０
日
、
柊
野
小
学
校
に
お

い
て
、
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
表
現
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
「
か

ご
し
ま
子
ど
も
芸
術
セ
ン
タ
ー
」

の
協
力
で
、
垂
水
市
在
住
の
ス
プ

レ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｚ
Ａ
Ｋ

（
ザ
ク
）
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
を
体
験
し
た

柊
野
小
学
校
６
年
生
の
大
野
千
尋

く
ん
は
、
「
初
め
て
の
体
験
で
と

て
も
面
白
か
っ
た
。
み
ん
な
い
い

作
品
が
で
き
て
い
た
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１２
月
１１
日
～
１２
日
、
さ
つ
ま
町

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

で
は
、
２
回
目
と
な
る
修
学
旅
行

の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
け
入
れ
は
、
広
島
市

の
城
南
中
学
校
２
年
７
組
の
３２
人

の
生
徒
の
皆
さ
ん
で
、
１１
日
の
夕

方
に
さ
つ
ま
町
に
到
着
し
、
受
け

入
れ
式
の
後
、
１１
軒
の
受
け
入
れ

農
家
に
３
～
４
人
ず
つ
に
分
か
れ

て
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
筍
掘
り
、
梅
加
工
、

い
ち
ご
・
み
か
ん
・
キ
ン
カ
ン
栽

培
作
業
、
野
菜
苗
植
え
・
収
穫
な

ど
の
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
宿
泊
し
た
生
徒
の
一
人
は
、

「
今
度
は
家
族
で
さ
つ
ま
町
に
来

て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
受

け
入
れ
た
農
家
の
方
は
、
「
素
直

な
子
ど
も
達
で
、
孫
が
帰
省
し
た

よ
う
な
気
持
ち
で
笑
い
声
の
絶
え

な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
統
計
調
査
の
指
導
員
・
調
査
員

に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
が
次

の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
総
務
大
臣
表
彰

　
前
囿
　
義
広

（
平
成
２２
年
国
勢
調
査
指
導
員
）

■
鹿
児
島
県
統
計
協
会
長
表
彰

　
東
條
　
さ
つ
え

　
（
各
種
統
計
調
査
調
査
員
）

　
１２
月
１８
日
、
宮
之
城
屋
地
区
の

中
央
公
民
会
で
、
恒
例
の
餅
つ
き

大
会
が
あ
り
、
地
域
の
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
、
餅
つ

き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
餅
に
は
、
あ
ん

こ
が
詰
め
ら
れ
、
地
域
に
あ
る
大

前
神
社
へ
供
え
ら
れ
、
地
域
の
み

ん
な
で
年
の
瀬
を
祝
い
ま
し
た
。

　
１２
月
２２
日
と
２３
日
の
両
日
、
湯

田
区
営
温
泉
の
浴
槽
が
約
５
，
０

０
０
個
の
「
ゆ
ず
」
で
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　
管
理
人
の
得
永
明
弘
さ
ん
は

「
今
回
で
５
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
で
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
が
は
る
ば
る
県
外
か

ら
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

集められた空き缶と拳士の皆さん

出発前の隊員の方に流水小学校児童から花束の贈呈

講師のＺＡＫさん中心に作品を持つ柊野小学校児童

　
１
月
８
日
、
少
林
寺
拳
法
宮
之

城
道
院
の
拳
士
が
鏡
開
き
と
空
き

缶
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
さ
つ
ま
警
察
署
道

場
で
初
稽
古
を
行
っ
た
あ
と
周
辺

の
道
路
脇
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
等
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
で
１７

年
目
に
な
り
ま
す
。

　
１
月
１６
日
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

虎
居
町
で
は
「
五
山
寺
巡
り
」
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
一
行
は
、
町
内
に
あ
る

上
宮
山
信
教
寺
、
高
野
山
峰
浄
寺
、

紫
州
山
光
善
寺
、
紫
峰
山
三
光
寺
、

樹
閣
山
善
妙
寺
の
５
つ
の
お
寺
を

巡
り
お
参
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
幹
事
の
二
ツ
木
悦
男
さ
ん
は
、

「
行
く
先
々
の
お
寺
さ
ん
が
と
て

も
気
持
ち
よ
く
対
応
し
て
く
だ
さ

っ
て
、
心
洗
わ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。



さ
つ
ま
町
で
働
き
た
い
求
職
者
と
、
人
材
を
採
用
し
た
い
事
業
主
、
起
業
・
創
業
を
考
え
て
い
る
人
た
ち
を
応
援
し
ま
す
。

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
の
紹
介

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
の
紹
介
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地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
が
、
平
成
23

年
12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託

事
業
と
し
て
、
「
地
域
経
済
の
活
性

化
」
・
「
雇
用
機
会
の
創
出
」
を
目
的
と

し
、
就
業
・
起
業
・
創
業
に
役
立
つ
講
座
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
地
域
で
の
「
人
材

確
保
」
・
「
人
材
育
成
」
と
い
っ
た
雇
用

創
造
に
係
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
と
は
・
・

２
年
４
か
月
と
な
り
ま
す

（
平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら

　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
事
業
実
施
期
間
は
・
・

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
重
点
事
業
分

野
を
設
定
し
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る

次
の
雇
用
対
策
事
業
を
策
定
、
実
施
す
る

も
の
で
す
。  

①
雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
（
事
業
主
向
け
）  

　
事
業
の
拡
大
、
新
事
業
の
展
開
等
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
雇
用
機
会

の
拡
大
を
図
る
。  

②
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
（
求
職
者
向
け
）

　
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
雇
用
機
会
の

拡
大
を
図
る
。  

③
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー  

　
右
記
①
②
の
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
し
た
求

職
者
・
事
業
主
な
ど
を
対
象
に
地
域
求
職

者
の
就
職
促
進
を
図
る
。

■
事
業
内
容
は
・
・

■
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
の
・
・
・

さ
つ
ま
町
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

〒
８
９
５-

１
８
０
３

さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
１
５
６
５-

２

（
さ
つ
ま
町
役
場
　
商
工
観
光
課
内
）

　
　
電
　
話
（
53
）
１
９
９
５

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
53
）
１
９
９
６

※
現
在
、
屋
地
楽
習
館
内
の
会
議
室
に
事

務
所
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

■
事
業
の
実
施
主
体
は
・
・

さつま町雇用創造推進協議会

構　成　員 役　職

さつま町

さつま町商工会

さつま町観光協会

北さつま農業協同組合

北薩森林組合

町長

会長

会長

代表理事組合長

代表理事組合長

※市町村や地域の経済団体で構成されて
　います

事業メニュー 内　容
実施年度

２３ ２４ ２５

Ⅰ　雇用拡大メニュー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

●農商工連携交流セミナー

●企業及び農家の相互の現場見学会

●企業等農業参入セミナー

●農業生産法人設立セミナー

・生産から販売まで、そして、新商品開発
　などのノウハウを習得

Ⅱ　人材育成メニュー

Ⅲ　就職促進メニュー

●女性起業家セミナー ・成功した女性起業家の講話で、あなたも、
　女性起業家のひとりに！

●ビジネスプラン作成セミナー
・創業、起業までのプランをわかりやすく
　説明

●創業・起業ステップアップセミナー ・法人設立支援相談もたっぷり時間あります

●町内の農業生産法人や大型農家を受け
　皿とした生産技術研修

・大型農家、生産法人を見学しノウハウを
　習得

●農業経営及びマーケティングセミナー
・自分たちが作った農作物の流通、販売ま
  で実地研修を交えながら習得

●未利用の梅園等を利用した、梅の栽培
　技術習得セミナー

・梅の栽培技術、生産技術の習得

●遊休竹林等を活用した竹林改良技術等
　の技術習得セミナー

・遊休竹林を活用し、タケノコの生産等の
　習得

●農産物加工グループ育成セミナー ・加工品の開発、加工グループの育成

●基礎から学ぶＩＴセミナー ・職場で使えるパソコンの技術習得

●販路促進ネット活用セミナー
・インターネットを利用した販路拡大のノ
　ウハウを持った人材を育成

●キラリ輝く店舗づくり、販売促進セミ
　ナー

・特徴のある自分だけの店を作る技術、ノ
　ウハウを習得

●スポーツ合宿コーディネーター人材育
　成セミナー

・あなたもスポーツ・観光コーディネータ
　ーに！

●グリーン・ツーリズム農家育成セミナー
・グリーン・ツーリズムの発展・拡大を図
　るための受け皿となる農家の育成

●名物「ホタル舟」の棹差人材育成セミ
　ナー

・さつま町の名物である「ホタル舟」の棹
　差しの技術習得

●雇用情報パンフレット作成事業 ・さつま町の雇用情報を全国へ発信！

●全国規模でのＵＩＪターンフェア等へ
　の参加

・全国から「魅力ある町さつま町」へ呼び
　込もう

●観光ガイド育成セミナー ・さつま町の観光ガイドができる人材の育成

・異業種から農業への参入について，これまで
　の成功事例について意見交換会などの実施

・異業種からの農業参入を始めたい方必講
　のセミナー

・法人設立のノウハウをわかりやすく説明

● ●

●

●

● ●

● ●

●● ●

●●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

●● ●

●● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

●

求職者・事業者向けのセミナーを準備しました
（ 平成23年度～25年度までに実施するセミナーを紹介します ）

セミナー受講でスキルアップを図り、就業、起業、創業に繋げよう！

※さつま町雇用創造推進協議会のホームページで、このセミナーを紹介していきます。

328

267

さつま町役場
（本庁舎）

宮
之
城
保
健

セ
ン
タ
ー

屋
地
楽
習
館

盈進小学校
プラッセ

だいわさん

タイヨーさん信教寺さん

至 出水市→←至 鹿児島市

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●
国道３２８号

事務所案内図

＜受講料無料＞

http://satsuma-koyou.com



平
成
24
年
度
か
ら

　
交
通
災
害
共
済
の
申
込
書
が
変
更
に
な
り
ま
す

さ
つ
ま
町
指
定
金
融
機
関
等
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
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こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21 ～お口は健康の入り口です！～
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まちの園芸作物紹介④

十万温州

さつまの
ポテンシャルを
引き出せ！

　お口の清潔は、全身のさまざまな病気、肺炎やインフルエンザの予防にもつながります。お口の健康はカラダ

の健康につながります。

「お口の健康あいことば（あ・い・う・え・お）」を覚えて、毎日の生活に役立てましょう。

あ：朝・昼・夕食　よく噛みましょう！

　　　よく噛むと唾液の分泌がよくなり、口の乾燥を防ぎます。

　　　また、よく噛むと脳が元気になり、肥満や生活習慣病を防ぎ、ストレス解消にもなります。

い：入れ歯のお手入れをわすれずに！　

　　　入れ歯を細菌の温床にしないよう、１日１回は、はずしてよく洗いましょう。

う：うがいの水は少しでＯＫ！　　　　

　　　歯磨きあとの「ぶくぶくうがい」は少量の水でも大丈夫。もしも、歯ブラシがないときは、食事の後、

　　　少量の水やお茶で「ぶくぶくうがい」をするだけでも、食べかすはとれます。

え：笑顔や会話もお口の運動！　　　　

　　　笑ったり、おしゃべりもお口の機能アップになります。

お：大きなあくびと深呼吸　　　　　　

　　　口を大きく開けてあくびをすると、お口や頬の周りの血液循環がよくなります。

　　　また、深呼吸はカラダの緊張をほぐし心がリラックスします。

　
本
町
の
佐
志
地
区
、
新
生
団

地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
十
万

温
州
」
は
、
高
知
県
香
南
市
の

十
万
可
章
さ
ん
の
農
園
で
発
見

さ
れ
た
晩
生
品
種
で
、
味
は
良

い
も
の
の
強
い
隔
年
結
果
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
栽
培
が
難
し
く
、

全
国
で
も
一
部
の
地
域
で
し
か

生
産
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

「
幻
の
み
か
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

お
い
し
さ
の
理
由

　
貯
蔵
性
に
優
れ
て
お
り
、
熟

成
す
る
こ
と
に
よ
り
味
が
増
し
、

コ
ク
の
あ
る
み
か
ん
に
仕
上
が

る
こ
と
か
ら
「
貯
蔵
み
か
ん
の

王
様
」
と
も
い
わ
れ
人
気
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
生
団
地
の
土
壌
は

赤
土
で
、
お
い
し
い
み
か
ん
が

出
来
る
適
地
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

安
全
安
心
へ
の
こ
だ
わ
り

　
平
成
１７
年
１２
月
に
は
、
消
費

者
の
安
心
と
信
頼
を
確
保
す
る

た
め
、
県
が
定
め
る
基
準
に
沿

っ
て
、
生
産
・
記
録
・
点
検
・

改
善
し
て
い
く
取
り
組
み
で
あ

る
「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物

認
証
」
制
度
を
取
得
し
、
安
心

安
全
で
環
境
に
優
し
い
栽
培
に

努
め
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
農
政
課
　
農
産
園
芸
係

　
　
　
　
（
内
線
２
４
２
４
）

差
押
動
産
・
不
動
産
の

　
　
　
　
　
　
公
売
実
施
状
況

　
税
務
課
で
は
税
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
税
金
滞
納
者
の
預
貯
金
・

給
与
・
自
動
車
・
不
動
産
等
の
差
押
や
居
宅
内
の
強
制
捜
索
に
よ
る
動

産
類
の
差
押
な
ど
厳
正
な
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
実
施
し
ま
し
た
公
売
の
結
果
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
　

　
①
開
催
期
間
　
平
成
２３
年
７
月
１９
日
（
金
）
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
３１
日
（
日
）
午
後
１１
時

　
②
公
売
件
数
　
１０
件
（
芋
焼
酎
「
紫
美
」
、
薩
摩
焼
湯
呑
ほ
か
）

　
③
落
札
件
数
　
１０
件
　

　
④
落
札
金
額
　
８
７
，
７
５
０
円
　
　
　

●
北
薩
地
区
県
・
市
町
合
同
公
売
会
（
本
年
度
か
ら
開
催
）

　
①
参
加
団
体
　
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
、
出
水
市
、
さ
つ
ま
町

　
②
開
催
日
　
　
平
成
２３
年
１１
月
２０
日
（
日
）

　
③
開
催
場
所
　
薩
摩
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
（
さ
つ
ま
フ
ェ
ス
タ
会
場
内
）

　
④
さ
つ
ま
町
公
売
件
数
　
３３
件

　
　
　
　
　
（
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
セ
ッ
ト
、
耐
火
金
庫
ほ
か
）

　
⑤
　
　
〃
　
落
札
件
数
　
１６
件

　
⑥
　
　
〃
　
落
札
金
額
　
４
４
，
１
０
０
円

●
不
動
産
公
売

　
①
開
催
日
　
　
平
成
２３
年
１２
月
２
日
（
金
）

　
②
開
催
場
所
　
役
場
本
庁
東
別
館
３
階
会
議
室

　
③
公
売
件
数
　
７
件
（
田
４
筆
、
畑
２
筆
、
山
林
１
筆
）

　
④
落
札
件
数
　
３
件
（
田
２
筆
、
山
林
１
筆
）

　
⑤
落
札
金
額
　
１
，
６
３
３
，
０
８
０
円

　
税
金
は
住
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　
期
限
内
に
き
ち
ん
と
納
税
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
今
後
に
お
い
て
も
給
与
の
一
斉
差
押
な
ど
厳
正
な
滞
納
処
分
に
努

め
ま
す
。

　
税
金
は
納
付
期
限
内
の
納
付
が
原
則
で
す
。
期
限
内
の
納
付
が
困
難

で
あ
る
場
合
は
必
ず
税
務
課
で
納
税
相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕
　
税
務
課
　
収
納
第
１
係
、
収
納
第
２
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
１
３
、
２
１
１
４
）

・役場本庁及び各支所

・北さつま農業協同組合

・鹿児島銀行　・南日本銀行

・鹿児島信用金庫宮之城支店

・鹿児島興業信用組合宮之城支店

・役場本庁及び各支所

・町県民税申告会場

　（旧宮之城地区のみ）

旧 新

■加入申込書

　平成２４年度加入申込書は次ページ下段の見本の通り、圧着式のはがきタイプとなります。

■納付場所

■加入資格�  

　・さつま町に住民登録又は外国人登録をしている人�  

　・学校への通学等一時的に転出される方で町長が認める人�  

■掛け金　　・年間一人５００円�  

■共済期間�  

　・４月１日から翌年３月３１日まで�  

　（４月１日以降に加入した場合は加入翌日から翌年３月３１日までです）�  

■請求の対象となるもの　�  

　・電動カー・自転車・バイク・自動車・トラクター等での道路運行中の交通事故に遭われて、

　　それが原因で身体に傷害を受けた場合�  

■加入申込書配布予定時期�  

　・２月中旬ごろ

■注意点

　・今年から町県民税申告会場（旧宮之城地区）では受付を行いません。

　・加入者及び金額に変更のある場合は、さつま町役場本庁または各支所

　でお申し込みください。

　・領収(日付）印のないもの及び金額を訂正したものは無効です。

　・見舞金の請求期限は、事故発生日から２年以内です。

　まだ請求をされていない方は、役場担当窓口までお越しください。

　・納入期限は３月３１日までですが、納入期限が過ぎていても加入できます。

交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
書

新
様
式
の
見
本

圧
着
し
た
状
態
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）

広
げ
た
状
態

▲▲

見　本
見
　
本

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
本
庁
　
安
全
安
心
対
策
課

　
　
鶴
田
支
所
　
鶴
田
総
務
係

　
　
薩
摩
支
所
　
薩
摩
総
務
係

安い
掛け金

大きな
補償

広報さつま

落札額 50,100円

じゅうまんうんしゅう

※
隔
年
結
果
性

　
成
り
年
（
表
年
）
と
不
成
り
年

（
裏
年
）を
交
互
に
繰
り
返
す
こ
と

お
く
て

※



【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成24年１月６日現在)

≪激特事業関連工事　計２件≫

①荒瀬地区

　・築堤護岸工事

③虎居地区

　・築堤護岸工事

　　　　　　　　　　　　　　　　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計５件≫

⑥神子地区

　・施設改造工事

　・上流仮締切工事

　・工事用道路関連工事

　・護岸工事

⑤鶴田地区

　・工事用道路関連工事

【北薩地域振興局関連工事】

　　　　　　(平成24年１月６日現在)

②山崎地区

　・護岸、築堤工事(５件)

　・山崎橋工事(１件)

④虎居、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(３件)

　・宮之城橋工事(２件)

１

２

鶴田ダム

《今月の現場写真》

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

６

４

５

３

16広報さつま17 広報さつま

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　土木建築課 道路建設第２係 
　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

場所：鶴田ダム再開発事業

　
外
国
人
住
民
に
つ
い
て
も
、
日
本
人
と

同
様
に
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象

に
加
え
、
外
国
人
住
民
の
利
便
の
増
進
及

び
行
政
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
「
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
、
平
成
２１
年
７
月
１５
日
に
公
布
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の

国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に

関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
新
た
な
在
留
管
理

制
度
が
平
成
２４
年
（
２
０
１
２
年
）
７
月

９
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
※
右
記
に
関
す
る
新
た
な
在
留
カ
ー

ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書
の
事
前
交
付

申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓

口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
申
請
に
関
す
る

こ
と
は
各
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
特
別
永
住
者
の
方
↓
市
町
村
へ

・
（
予
定
）
中
長
期
在
留
者
の
方
↓
地
方

入
管
局
へ

　
入
管
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
で
、

外
国
人
住
民
も
日
本
人
住
民
と
同
様
に
住

民
票
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
は
住
民
に
関
す
る
事
務

処
理
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
転
入

届
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
、

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
届
出
と
の
一
本
化

が
図
ら
れ
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

　
法
務
大
臣
と
市
町
村
長
と
の
情
報
の
や

り
と
り
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
の
方
が
法

務
省
（
地
方
入
国
管
理
局
）
と
市
町
村
に

そ
れ
ぞ
れ
届
出
す
る
と
い
っ
た
負
担
は
軽

減
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
中
長
期
在
留
者
（
在
留
カ
ー
ド
交
付
対

　
象
者
）

・
「
３
月
」
以
下
の
在
留
期
間
が
決
定
さ

　
れ
た
人

・
「
短
期
滞
在
」
の
在
留
資
格
が
決
定
さ

　
れ
た
人

・
「
外
交
」
又
は
「
公
用
」
の
在
留
資
格

　
が
決
定
さ
れ
た
人

・
右
記
に
準
ず
る
者
と
し
て
法
務
省
令
で

　
定
め
る
人

②
特
別
永
住
者

③
一
時
庇
護
許
可
者
又
は
仮
滞
在
許
可
者

④
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
又
は
国
籍
喪

　
失
に
よ
る
経
過
滞
在
者

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
ま
た
は
総
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
多
言
語
版
で
の
掲
載
も
あ
り
ま
す
）

入
管
法
改
正
に
つ
い
てhttp://w

w
w
.im
m
i-

m
oj.go.jp/

new
im
m
iact/

new
im
m
iact.htm

l

住
民
基
本
台
帳
制
度

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
m
ain_
sosiki/

jichi_
gy
ousei/

c- g y
ousei/

zairy
u.htm

l

住
民
票
を
作
成
す
る
対
象
に
な

る
外
国
人
住
民
と
は
？

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１月子牛せり市結果　期日：１月６日(金) （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 227 99,714,000 811,000 439,269 278

300

289

463,918

452,064

728,000

811,000

113,660,000

213,374,000

245

472

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対12月分）

54,969円安値

15,479円高値

　16,804円安値

場所　：　ダム上流側、下流右岸側
　鶴田ダム堤体の上流側では、新しい放流管（増設）の穴を開けるため、潜水作業により、仮締切用の土台を造る工事を行っ
ています。　
　また、堤体下流の右岸側では、１２月２７日より、増設減勢工（放流水の勢いを弱める施設）の底盤部のコンクリート打設
を開始しました。
　
【お知らせ】　工事により、鶴田ダム堰堤は平成２４年２月２９日（予定）まで通行止めにしています。通行止めの情報は下
記のURL(鶴田ダム管理所HP)からも確認できます。http://www.qsr.mlit.go.jp/turuta/g1_damaccess/index.html

現場見学スペースを設置！
ダム本体右岸の大鶴ゆうゆう館と左岸の県道に工事概
要パネルを設置し、見学スペースをつくりました。

①潜水設備
写真中央に写る設備は、Ｓ.Ｄ.Ｃ
といって潜水士が船上と作業水深
の間を、作業水深と同じ気圧のま
ま昇降できる装置です。

②コンクリート打設状況

①潜水作業を開始しました

②コンクリート打設を
　開始しました
②コンクリート打設を
　開始しました

航空写真　平成２３年１２月撮影

平
成
24
年
７
月
９
日
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ

　
　
　
新
し
い
在
留
管
理
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
町
民
課
　
町
民
係
（
内
線
２
１
２
３
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先



■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

教
育
委
員
会
　
総
務
課

　
　 

℡
（
52
）
１
２
３
０

福
祉
課
　
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
１

耕
地
林
業
課
　
林
務
係

　
　
　
　 

内
線
２
４
３
１

職　　種：調理員
雇用形態：正社員
仕事内容：ｺﾞﾙﾌ客の昼食・宿泊客の朝食夕食・婚礼・宴会
保険各種：厚生年金・健康保険・雇用保険
　　　　　労災保険・交通費有
就業時間：6:00～22:00までの間の７時間就労
休　　日：月間６日
昇給有・賞与有・退職金有(３年以上の勤務者)
調理補助アルバイトも同時募集
　4：30～9：30の５時間（週20時間以内）

職　　種：調理員
雇用形態：正社員
仕事内容：ｺﾞﾙﾌ客の昼食・宿泊客の朝食夕食・婚礼・宴会
保険各種：厚生年金・健康保険・雇用保険
　　　　　労災保険・交通費有
就業時間：6:00～22:00までの間の７時間就労
休　　日：月間６日
昇給有・賞与有・退職金有(３年以上の勤務者)
調理補助アルバイトも同時募集
　4：30～9：30の５時間（週20時間以内）

職　　種：キャディ

雇用形態：パート

仕事内容：ｺﾞﾙﾌﾌﾟﾚｰ客の対応・ｽﾀｰﾄ業務補助・ｺｰｽ内清掃等

保険各種：厚生年金・健康保険・雇用保険

　　　　　労災保険・交通費有

就業時間：8:00～18:00までの間の７時間就労

休　　日：月間６日

職　　種：キャディ

雇用形態：パート

仕事内容：ｺﾞﾙﾌﾌﾟﾚｰ客の対応・ｽﾀｰﾄ業務補助・ｺｰｽ内清掃等

保険各種：厚生年金・健康保険・雇用保険

　　　　　労災保険・交通費有

就業時間：8:00～18:00までの間の７時間就労

休　　日：月間６日

職　　種：レストラン・宴会ホールスタッフ

雇用形態：アルバイト

仕事内容：ｺﾞﾙﾌﾚｽﾄﾗﾝ・宴会・婚礼のサービス補助

保険各種：無し

就業時間：9:00～22:00までの間の７時間以内(週20時間以内)

職　　種：レストラン・宴会ホールスタッフ

雇用形態：アルバイト

仕事内容：ｺﾞﾙﾌﾚｽﾄﾗﾝ・宴会・婚礼のサービス補助

保険各種：無し

就業時間：9:00～22:00までの間の７時間以内(週20時間以内)

㈱インターナショナルゴルフリゾート京セラ 

　〒895-2201　鹿児島県薩摩郡さつま町求名6122 

　　TEL 0996-57-1511  FAX 0996-57-1151 

㈱インターナショナルゴルフリゾート京セラ 
　〒895-2201　鹿児島県薩摩郡さつま町求名6122 
　　TEL 0996-57-1313  FAX 0996-57-1151 

■広告掲載料　　～広告を掲載しませんか？広告主大募集！～

・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）　　　　　　　　　　・町ホームページ（行政サイト）１月8,000円

・町公用封筒（定型封筒長型３号）１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）　・てんがらなび（住民交流サイト）１月5,000円

■詳しくは町ホームページをご覧ください。http://www.satsuma-net.jp/

広
　
告

広
　
告

広
　
告

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報
スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

スタンプシール

有効期限

平成24年２月29日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

タクシーチケット
(1,500円)
台紙２冊
と交換

新幹線
出水⇔博多
台紙18冊
と交換

新幹線
川内⇔鹿児島
台紙５冊
と交換

ゴミ袋(２袋)
台紙１冊
と交換

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 平 木林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.12.16～)

＊50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が、3,150円で受診できます！
　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

正社員・パート社員・アルバイト募集正社員・パート社員・アルバイト募集

18広報さつま19 広報さつま

●
さ
つ
ま
町
奨
学
資
金
制
度

に
つ
い
て

　
高
等
学
校
（
高
等
専
門
学

校
）
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
、

大
学
等
に
在
籍
し
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
学
費
の
支
出
が
困

難
な
方
に
対
し
て
、
無
利
子
で

学
費
を
貸
与
す
る
奨
学
資
金
貸

付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
奨
学
資
金
の
種
類

①
普
通
奨
学
資
金

・
公
立
高
等
学
校
及
び
専
門
学

校
に
在
学
し
て
い
る
方
。

月
額
１
０
，
０
０
０
円
以
内

・
私
立
高
等
学
校
及
び
専
門
学

校
に
在
学
し
て
い
る
方
。

月
額
２
０
，
０
０
０
円
以
内

・
大
学
及
び
専
修
学
校
に
在
学

し
て
い
る
方
。

月
額
３
０
，
０
０
０
円
以
内

②
農
業
自
営
者
育
成
奨
学
資
金

・
農
業
関
係
の
高
等
学
校
又
は

こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
試

験
場
・
研
究
所
な
ど
に
在
籍
す

る
方
。

月
額
１
２
，
０
０
０
円
以
内

・
農
業
関
係
の
大
学
又
は
こ
れ

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
試
験

場
・
研
究
所
な
ど
に
在
籍
す
る

方
。

月
額
２
２
，
０
０
０
円
以
内

■
貸
付
条
件
な
ど

・
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
の

子
弟
で
あ
る
こ
と
。

・
申
請
者
の
世
帯
の
収
入
が
、

教
育
委
員
会
が
定
め
る
収
入
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
奨
学
資
金
の
返
還
は
在
学
期

間
終
了
後
、
６
か
月
を
経
過
し

た
月
の
翌
月
か
ら
、
貸
付
金
額

に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
細
・
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

町
教
育
委
員
会
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
敬
老
商
品
券
の
ご
使
用
は

　
お
早
め
に
！

　
８０
歳
、
９０
歳
に
な
ら
れ
た
方

に
贈
呈
し
ま
し
た
「
敬
老
商
品

券
」
の
有
効
期
限
は
、
平
成
２４

年
２
月
２９
日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
町
内
の
お
店
で
お
早
め
に

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

●
年
金
相
談

　
（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

　
年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す
の

で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び
質

問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
２
月
１５
日
（
水
）
ま
で
に

相
談
者
氏
名
・
基
礎
年
金
番

号
・
相
談
内
容
等
を
役
場
本
庁

町
民
課
町
民
係
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予
約

し
た
１０
分
前
に
は
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
免

許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

○
相
談
日
時

　
平
成
２４
年
２
月
２３
日
（
木
）

　
９
時
４０
分
か
ら
１５
時
ま
で

○
相
談
会
場

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

○
申
込
期
日

　
２
月
１５
日
（
水
）
ま
で

○
申
込
先
　
町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
５
）

●
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公

的
年
金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
。
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
方
は
、

公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後

や
、
生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ

う
な
　
万
が
一
　
の
事
態
に
備

え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お

互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

　
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、

前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る

２０
歳
以
上
の
学
生
の
方
が
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

（
年
度
毎
に
申
請
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

こ
れ
は
、
将
来
、
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り

重
い
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
等
を
防
止
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　
こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、

平
成
２３
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

平
成
２３
年
度
の
申
請
手
続
き
が

ま
だ
の
方
は
、
年
金
手
帳
・
学

生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
・
印

鑑
を
お
持
ち
の
う
え
役
場
の
窓

口
か
川
内
年
金
事
務
所
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
万
一
の
と
き
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
平
成
２３
年
度
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
１
か
月
１
５
，

０
２
０
円
で
す
。

　
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付

で
き
な
い
場
合
は
、
保
険
料
免

除
制
度
が
あ
り
、
要
件
に
該
当

す
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
役
場
（
本
庁
・
各

支
所
）
の
年
金
係
ま
た
は
川
内

年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
川
内
年
金
事
務
所

　
　
　
℡
（
２２
）
５
２
７
９

●
「
全
国
一
斉
法
務
局
休
日

相
談
所
」
開
設

　
平
日
に
法
務
局
の
相
談
窓
口

等
を
利
用
で
き
な
い
お
客
様
の

利
便
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
に

左
記
の
と
お
り
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

日
時
　
２
月
１２
日
（
日
）

　
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時

（
た
だ
し
最
終
受
付
は
午
後
３

　
時
３０
分
ま
で
と
な
り
ま
す
）

場
所

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

相
談
内
容

　
登
記
・
戸
籍
・
国
籍
・
供
託

　
人
権
問
題
等

相
談
員

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
職
員
・
川
内
公
証
役
場
公
証
人

予
約
等

　
予
約
不
要
、
相
談
料
無
料
、

　
秘
密
厳
守

お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
　
　
℡
（
２２
）
２
３
０
０

●
森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に

よ
り
、
今
年
４
月
以
降
、
森
林

の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方

は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者
　
個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に

よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取

得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら

ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約

の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
間
　
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
日
か
ら
９０
日
以
内
に
、

取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

の
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項
　
届
出
書
に
は
、

届
出
者
と
前
所
有
者
の
住
所
氏

名
、
所
在
者
と
な
っ
た
年
月
日
、

所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の

所
在
場
所
・
面
積
と
と
も
に
、

土
地
の
用
途
等
を
記
載
し
ま
す
。

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項

証
明
書
（
写
し
も
可
）
又
は
土

地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取

得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の

写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図

面
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
つ
ま
町
役
場 

耕
地
林
業
課

　
林
務
係
（
内
線
２
４
３
１
）

　
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　
林
務
担
当

　
　
　
℡
（
２５
）
５
５
０
９
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健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
４
４

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

総
務
課 

広
報
文
書
係

    

　
　 

内
線
２
２
１
４

税
務
課 
収
納
第
１
係
　

　
　
　
　 
内
線
２
１
１
３

税
務
課 

町
民
税
係

     

　
　
内
線
２
１
１
２

総
務
課 

秘
書
人
事
係

     

　
　
内
線
２
２
１
２

町長交際費執行状況

(１２月分)

町
長
コ
ラ
ム

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
の
窓

口
は
役
場
町
民
課
（
本
庁
）
に
な
り

ま
す
。

　
町
内
の
方
は
、
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト

窓
口
を
原
則
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
町
民
課
　
町
民
係

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

　
　
　
役
場
町
民
課
へ

○救　急

◆出動件数  　118件

　運んだ人  　114人

◆内 訳

　急　病 　64件61人

　交通事故 １件１人

　その他　 53件52人

○火　災
◆発生件数　2件
◆内訳
　建物　　　2件

12
月
の
火
災
・
救
急
情
報

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
２
・
３
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
　
　
　
（
Ｈ
22
．
６
生
）

　
２
月
１５
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
20
．
12
生
）
健
診

　
２
月
２２
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
健
や
か
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
22
．
２
生
）

　
３
月
１
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児
健
診

　
　
　
　
（
Ｈ
21
．
８
生
）

　
３
月
１
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
３
月
２
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
７
生
）
育
児
相
談

　
３
月
２
日
（
金
）

　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
10
生
）
健
診

　
３
月
１４
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
２
月
２７
日
（
月
）

　
３
月
１２
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
２
月
１５
日
（
水
）

　
２
月
２２
日
（
水
）

　
３
月
１
日
（
木
）
　

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
３
月
６
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加

　
２
月
１２
日
（
日
）

■
春
を
探
そ
う
コ
ー
ス

　
２
月
２５
日
（
土
）
午
前
８
時

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
佐
志
支
所
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

20広報さつま21 広報さつま

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ69

　栗野一三さんは、平成１７年１１月に認定農業者と

して認定されました。

　現在、生産牛10頭、水稲3.5haを経営されながら、

農作業受託組織「神子アグリサービス」と「栗野防除

組合」のスタッフとしても活動されています。

「水稲では圃場が点在しているので、移動などに苦慮

している、生産牛では一年一産のサイクルができるよ

うにしたいが管理が難しい」と現状を話されます。

　今後は「ＴＰＰ参加交渉の行方も心配され、農業を

取り巻く環境の変化が懸念されるが、受託組織の仲間

たちと話し合いながら乗り切っていきたい」と抱負を

話してくださいました。

町長の動静 （平成23年12月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

　
平
成
18
年
７
月
の
あ
の
悲
惨
な

県
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
早
く
も
５

年
６
か
月
が
経
ち
ま
す
。
被
災
地

区
の
皆
様
の
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越

え
て
の
た
く
ま
し
い
復
興
の
気
持

ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
心

温
ま
る
ご
支
援
、
国
・
県
関
係
機

関
の
絶
大
な
ご
尽
力
の
も
と
、
力

強
く
そ
の
復
興
が
目
に
見
え
る
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
山
崎
橋
・
宮
都
大
橋
の

架
替
、
宮
之
城
橋
の
延
伸
工
事
、

そ
し
て
一
部
の
築
堤
、
宅
地
の
嵩

上
げ
工
事
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
年
度
で
河
川
激
特
事
業
は
最
終

年
度
を
迎
え
ま
す
。

　
ダ
ム
再
開
発
事
業
が
平
成
27
年

度
ま
で
４
６
０
億
円
の
巨
費
を
投

じ
て
、
全
国
に
も
類
を
見
な
い
工

事
が
進
め
ら
れ
、
激
特
事
業
と
併

せ
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
っ
て
、
平

成
18
年
並
み
の
洪
水
が
あ
っ
て
も

外
水
氾
濫
は
防
止
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
つ
ど
こ
で
ど
ん
な

災
害
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の

が
近
年
の
気
象
状
況
で
す
。
早
め

の
避
難
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
激
特
工
事
の
完
成
の
暁
、
平
成

25
年
１
月
頃
、
被
災
地
区
住
民
の

皆
様
合
同
で
の
「
災
害
復
興
祭
」

を
開
催
し
て
、
更
な
る
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

日
髙
政
勝

災
害
復
興

栗 野 一 三さん 54歳

く り の か ず み

さつま町神子

12
月
１
日

　
　
２
日

　
　
３
日

　
　
４
日

　
　
５
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　
９
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
18
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
、
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
に
よ
る
国

土
交
通
省
、
民
主
党
要
望
本
部
、
国
会
議
員
へ
の
陳
情
（
東
京
都
）

ダ
ム
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
理
事
会
及
び
総
会
（
東
京
都
）

薩
摩
郡
蚕
業
学
校
か
ら
薩
摩
中
央
高
等
学
校
ま
で
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
及

び
祝
賀
会

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　
▽
虎
居
区
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

永
野
西
郷
菊
次
郎
公
徳
碑
例
祭

カ
イ
ケ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
立
地
協
定
調
印
式

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
７
人
）

本
会
議
（
一
般
質
問
２
人
～
総
括
質
疑
）

年
末
年
始
の
地
域
安
全
運
動
出
発
式
　
▽
町
消
防
団
幹
部
、
消
防
後
援
会
合
同
交
流
会

常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
疑
　
▽
町
ぶ
ど
う
振
興
会
総
会

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か
ら
の
要
望
受
（
畜
産
関
係
）
▽
３
役
調
整
会
議

町
ラ
グ
ビ
ー
協
会
か
ら
の
要
望
受
（
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
関
係
）

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
と
の
意
見
交
換
会
　
▽
町
公
共
交
通
対
策
会
議

障
が
い
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
辞
令
交
付
式
　
▽
京
セ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
支
配
人
面
談

新
年
度
事
業
現
場
視
察
　
▽
町
茶
生
産
協
会
意
見
交
換
会

県
飲
料
業
組
合
さ
つ
ま
支
部
と
の
意
見
交
換
　
▽
区
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
懇
話
会

九
州
農
政
局
（
む
ら
づ
く
り
）
表
彰
受
賞
報
告
（
久
富
木
区
公
民
館
）

中
央
公
民
会
も
ち
つ
き
大
会
　
▽
あ
な
が
わ
集
落
営
農
組
合
収
穫
祭

太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
総
務
部
会

市
町
村
職
員
共
済
組
合
会
と
の
協
議
　
▽
県
土
改
連
第
２
回
理
事
会
～
交
流
会
（
鹿
児
島
市
）

町
茶
生
産
協
会
理
事
と
の
交
流
会
　
▽
誘
致
企
業
会
長
面
談

最
終
本
会
議
（
最
終
日
）
▽
叙
勲
伝
達
（
故
　
元
宮
之
城
町
議
会
議
長
　
東
清
邦
氏
）

町
議
会
と
の
交
流
会

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
in
な
か
っ
こ
点
灯
式
　
▽
生
活
音
楽
隊
　
▽
農
業
生
産
組
織
と
の
交
流
会

神
子
区
役
員
と
の
交
流
会

農
政
連
さ
つ
ま
支
部
か
ら
の
要
望
受
　
▽
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
会

旅
館
・
ホ
テ
ル
利
用
要
望
（
ダ
ム
工
事
事
務
所
）

さ
つ
ま
警
察
署
と
の
意
見
交
換
会

退
職
者
辞
令
交
付
式

仕
事
納
め
式
（
両
支
所
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
本
庁
）

町
消
防
団
年
末
特
別
警
戒
激
励
巡
回
（
川
原
・
船
木
・
五
日
町
・
観
月
台
・
中
央
）

毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は

　
　
　
「
家
庭
の
日
」

さつまの日

・12月３日 100,000円
薩摩郡蚕業学校から薩摩中央
高等学校まで学校創立１００
年記念式典時

・12月21日 3,335円
町茶生産協会理事との交流会時

・12月５日 28,350円
立地協定調印式時記念品（カ
イケンコーポレーション㈱）

・12月25日 3,200円
神子区公民館役員との交流会時

・12月26日 11,642円
来客用（PR用）地元産品

・12月５日 33,340円
立地協定調印式意見交換会時

●
放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
２４
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠

隔
教
育
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

■
出
願
期
限

　
平
成
２４
年
２
月
２９
日
ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
、
放
送
大

学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
９
９-

２
３
９-

３
８
１
１
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期

　
介
護
保
険
料
第
８
期

　
　
【
納
期
限
　
２
月
２９
日
】

●
軽
自
動
車
の
課
税
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車

を
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
廃
車
・
名
義
変

更
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
特
に
、
今
春
卒
業
す
る
学
生

が
使
用
し
て
い
る
バ
イ
ク
等
の

売
買
に
よ
る
廃
車
・
名
義
変
更

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
早
め

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
作
業
用
と
し
て
使

用
し
て
い
る
コ
ン
バ
イ
ン
及
び

ト
ラ
ク
タ
は
、
「
小
型
特
殊
自

動
車
」
に
該
当
し
ま
す
。
町
の

標
識
（
緑
色
ナ
ン
バ
ー
）
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
早
め

に
申
告
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
（
内
線
２
１
１
２
）

　
鶴
田
支
所 

税
務
係

　
　
　
　
（
内
線
４
２
１
４
）

　
薩
摩
支
所 

税
務
係

　
　
　
　
（
内
線
６
１
１
５
）

●
退
職
者
に
つ
い
て

　
１２
月
３１
日
付
け
退
職
者
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
服
部
百
美
子
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
調
理
員
）



1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２３年２月２日生

くん

さ く ひ とた し ま

田島朔仁

武白猿 公民会

両親から一言

が

ん

ば

れ

！

ス

ポ

ー

ッ

少

年

団

⑦

父　広　和　さん
母　マ　ヤ　さん

元気で

たくましく育ってね！

ひと・自然　元気かがやくひと・自然　元気かがやく

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
15
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
34
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

22広報さつま23 広報さつま

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

盈進排球団スポーツ少年団

　
盈
進
排
球
団
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
創
立
８

年
目
で
、
昨
年
度
は
県
大
会
で
優
勝
し
、
全

国
大
会
に
出
場
し
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　
団
員
は
全
て
盈
進
小
学
校
の
男
子
児
童
で

構
成
さ
れ
、
６
年
生
２
人
、
４
年
生
２
人
、

３
年
生
３
人
、
２
年
生
１
人
、
１
年
生
１
人

の
計
９
人
と
指
導
者
３
人
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
代
表
指
導
者
の
中
島
祥
一
さ
ん
（
４８
）
は
、

盈
進
排
球
団
を
指
導
さ
れ
て
４
年
に
な
り
ま

す
。

　
中
島
さ
ん
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
は
一
人
で
は

で
き
な
い
、
一
緒
に
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間
と

環
境
を
整
え
て
く
れ
る
周
囲
の
人
た
ち
の
た

め
に
も
自
分
自
身
の
努
力
と
仲
間
と
の
信
頼

関
係
の
な
か
で
、
対
戦
相
手
へ
の
敬
意
と
支

え
て
く
れ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と

方
針
を
話
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
少
年
団
活
動
を
通
じ
て
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
の
精
神
に
乗
っ
取
り
子
供
た
ち
の
成

長
と
、
周
囲
の
人
た
ち
、
地
域
の
人
た
ち
な

ど
を
活
気
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
盈
進
排
球
団
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
キ
ャ
プ

テ
ン
で
盈
進
小
学
校
６
年
の
榎
園
大
地
く
ん

は
「
ぼ
く
は
２
年
生
か
ら
入
団
し
て
い
ま
す
。

試
合
や
練
習
の
時
に
は
監
督
・
コ
ー
チ
か
ら

熱
心
な
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
に
進

学
し
て
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て
、
自
分

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
で

き
る
に
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

創
立
８
年
、
過
去
に
は

　
　
　
　
　
　
全
国
大
会
へ
も

対
戦
相
手
へ
の
敬
意
と
、
仲
間

と
の
信
頼
関
係
と
支
え
て
く
れ

る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
！

中
学
校
に
進
学
し
て
も

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
続
け
た
い
！

No．４さつま町よかとこファイル

■
鬼
火
焚
き

　
（
城
之
口
公
民
会
）

　
１
月
７
日
、
秋
葉
グ
ラ

ン
ド
（
宮
之
城
屋
地
）
で

恒
例
の
『
鬼
火
焚
き
』
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
１

年
間
の
平
穏
と
無
病
息
災

を
願
い
、
30
年
ほ
ど
前
か

ら
城
之
口
公
民
会
が
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
闇

夜
に
パ
チ
パ
チ
と
竹
の
は

じ
け
る
音
が
響
き
、
勢
い

よ
く
炎
が
立
ち
昇
り
、
澄

み
切
っ
た
夜
空
に
赤
く
火

の
粉
が
舞
う
と
、
大
人
も

子
供
も
不
思
議
と
わ
く
わ

く
し
た
様
子
で
し
た
。
炎

の
勢
い
が
小
さ
く
な
る
に

つ
れ
、
約
40
人
ほ
ど
で
囲

ん
で
い
た
輪
も
小
さ
く
な

っ
て
き
ま
す
。
各
自
持
ち

寄
っ
た
餅
を
お
き
火
で
焼

く
と
、
こ
ん
が
り
香
ば
し

く
格
別
に
美
味
し
い
も
の

で
し
た
。

　
餅
が
焼
け
る
の
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
子
供
た
ち

が
や
が
て
大
人
に
な
り
、

五
感
で
感
じ
る
『
鬼
火
焚

き
』
を
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
思
い
出
と
し
て
心
に

刻
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
で

す
ね
。

　
途
中
、
途
絶
え
た
時
期

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

小
・
中
学
生
や
そ
の
親
た

ち
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
協
力
の
も
と
、
受
け
継

が
れ
実
施
さ
れ
て
き
た
鬼

火
焚
き
。
参
加
し
て
、
あ

ら
た
め
て
地
域
行
事
の
意

義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
ひ

と
時
で
し
た
。
来
年
は
も

っ
と
多
く
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

介
護
保
険
課
　
介
護
保
険
係 

上
原
　
美
由
紀

介
護
保
険
給
付
に
関
す
る

担
当
を
し
て
い
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場

　
　
　
　
　
　
　
上
之
原
純
夫

・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ふ
く
や
ま

川
　
元
　
陽
　
和
　
　
　
信
　
人
　
櫃
ヶ
迫

有
　
馬
　
一
　
颯
　
　
　
清
一
郎
　
紫
尾
中

中
　
野
　
悠
里
奈
　
　
　
美
智
生
　
大
野

川
　
邊
　
敬
　
祐
　
　
　
祐
　
樹
　
西
町

東
　
郷
　
彩
　
羽
　
　
　
太
　
郎
　
広
瀬

東
　
郷
　
彩
　
渚
　
　
　
太
　
郎
　
広
瀬

小
野
原
　
希
　
歩
　
　
　
正
　
幸
　
上
中
福
良

松
　
下
　
里
　
愛
　
　
　
昇
　
悟
　
弓
之
尾

田
　
頭
　
幸
　
大
　
　
　
裕
　
　
　
東
谷

上
　
市
　
優
　
心
　
　
　
義
　
弘
　
時
吉
新
町

上
別
府
　
龍
　
聖
　
　
　
健
　
太
　
天
神

瀬
　
崎
　
心
　
愛
　
　
　
悦
　
郎
　
二
渡
町

斧
　
渕
　
莉
　
央
　
　
　
勝
　
也
　
湯
之
元

黒
木
場
　
優
　
心
　
　
　
誠
　
　
　
麓

伊
　
藤
　
正
　
宗
　
　
　
亮
　
　
　
天
神

男男男男男男男 女女女女女女女女

か

わ

も

と

ひ

よ

り

あ

り

ま

い

っ

さ

な

か

の

ゆ

り

な

か

わ

べ

け

い

す

け

と

う

ご

う

い

ろ

は

と

う

ご

う

さ

や

な

お

の

は

ら

き

ほ

ま

つ

し

た

り

あ

た

が

し

ら

こ

う

た

か

み

い

ち

ゆ

う

し

ん

か
み
べ
っ
ぷ

り
ゅ
う
せ
い

せ

ざ

き

こ

こ

あ

お

の

ぶ

ち

り

お

く

ろ

き

ば

ゆ

う

し

ん

い

と

う

ま

さ

む

ね

新
　
原
　
明
　
89
　
西
湯
田
原

安
藤
　
龍
平
　
９
　
中
間

櫛
山
　
彪
一
　
93
　
東
町

和
泉
　
忠
秋
　
84
　
上
平
川

外
囿
　
フ
ヂ
　
88
　
上
向
中

西
囿
　
清
光
　
69
　
大
薄
下

小
野
原
純
雄
　
81
　
広
橋

筒
　
秀
　
雄
　
88
　
須
杭

白
川
田
末
　
　
91
　
広
瀬

宮
之
原
ト
シ
　
90
　
ほ
た
る

鍋
田
　
孝
昭
　
68
　
東
谷

大
　
迫
　
勝
　
74
　
中
央

矢
越
　
芳
浩
　
51
　
広
橋

祝
迫
　
市
正
　
70
　
須
杭

久
木
田
チ
リ
　
92
　
吉
川

土
屋
　
裕
己
　
53
　
船
木
下

宮
脇
　
ク
ワ
　
96
　
京
塚
原

戸
越
　
ト
ク
　
92
　
船
木
西

祝
迫
　
　
祐
　
89
　
須
杭

春
田
ス
ミ
子
　
82
　
別
野

町
野
　
　
代
　
72
　
栗
野

　
村
　
ツ
ル
　
91
　
下
平
川

下
大
迫
ミ
ド
リ
97
　
上
下
大
迫

米
良
チ
ミ
子
　
86
　
さ
く
ら

東
　
義
　
人
　
85
　
時
吉
新
町

中
間
　
一
枝
　
94
　
時
吉
中
城

新
留
　
勝
子
　
68
　
草
田

下
大
迫
浪
子
　
84
　
上
下
大
迫

久
留
ア
ツ
エ
　
98
　
二
渡

永
德
　
宗
孝
　
57
　
二
渡

三
角
ア
ツ
子
　
89
　
市
場

中
王
子
ナ
ル
　
89
　
紫
尾
上

園
　
畑
　
生
　
77
　
大
俣

那
　
須
　
律
　
96
　
新
町
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鹿
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２
月
２
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
４

８
円

（
税

込
）

　５日　うさぎ薬局　　　５２－４１１６

１１日　いむた薬局　　　３１－８２２８

１２日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１９日　きりん薬局　　　５２－２０３３

２６日　フタヤ薬局　　　５９－２０３３

　４日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

１１日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,758人（-  5人） 

　男　　11,017人（-  5人）

　女　　12,741人（± 0人）

    世帯数　9,952世帯

 転入    57人　転出   38人

 出生　  15人　死亡   39人

 （平成24年１月１日現在）

     （　）は前月対比

　５日　相良医院　　　　　　５３－０１６０

１１日　クオラリハビリテーション病院　 ５３－１７０４

１２日　薩摩郡医師会病院　 ５３－０３２６

１９日　さくらクリニック　　５３－１４５１

２６日　立志病院　　　　　　５５－９１１９

　４日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

１１日　薩摩郡医師会病院　 ５３－０３２６

や ま う ち すぐる

山　内　 優 くん

たくさんの観客の中でホームランを打ちたい！
ぼくの将来の夢は、プロ野球選手になることです。ぼくは、２年

生の頃から野球を始めて、プロ野球選手になりたいと思いました。

５年生の頃初めてプロ野球の試合を見に行き、たくさんの観客の

中でヒットやホームランを打つ所を見てあこがれを強く持ちまし

た。今では、毎週３回の練習を大切にがんばっています。走りこ

みなどの体力づくりにも取り組んでいます。これからは、自分に

きびしくしながら野球を続けていきたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

２　月

３　月

２　月

３　月

鶴田小学校６年


	p01
	p02-03
	p04-05
	p06-07
	p08-09
	p10-11
	p12-13
	p14-15
	p16-17
	p18-19
	p20-21
	p22-23
	p24

